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の開発が強く要望されているO なお，本手法の有効'性については第 7 章で述べるO
第 5 章で提案する方法もメンバーシップ関数はやはり三角形による近似を採用する。しかし，第 4 章
の方法と違って，ファジィ分割数を非線形な部分では多くして，線形な部分では少なくする。具体的に





第 6 章では，第 3 章，第 4 章，第 5 章で述べた 3 通りの方、法について従来の方法も含めてそれぞれ
の比較評価を行っているO 更に第 4 章で提案した方法の有効性を示すために行った石油ファンヒータへ
の適用実験について第 7 章で紹介する O 具体的には，幅射温度，室温，気流，湿度等の環境条件とその






















を 1 つ増やすO その結果，推論誤差が所定の範囲に入り，かっ，最小数のファジィ分割が自動的に求ま
ハhu
ることが分かった。更に，障害物回避ロボット問題における回避ルールの生成を行って，実験的に本手
法の有効性を示した。
以上の研究成果はファジィ推論ルールの自動生成に関して新しい方法を提案し それらの有効性を実
験的に示したという点で，この分野における貢献が大きく 博士(工学)の学位論文として価値あるも
のと認める。
